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多くの山口県人にとって、明治維新は、郷土の誇るべき「栄光の歴史」であろうと思われます。

しかし、苛烈な権力闘争であった明治維新には、目をそむけたくなるような悲劇もありました。

本講演では、藩政府により、主君国司信濃を切腹させられ、自身も明治初年の諸隊脱退

騒動のなかで斬首された佐々木祥一郎という奇兵隊隊士の悲劇的生涯を辿ります。

「光」だけではなかった「闇」の維新史について考察してみることが、

本講演の目的です。

【プロフィール 】 【受賞略歴】

◆第60回 読売教育賞 優秀賞

◆平成23年度 山口県優秀教員賞

■同志社大学大学院文学研究科 博士前期課程 修了

■山口県立小野田高等学校校長・豊北高等学校 教頭

■山口県県史編さん室主幹・専門研究員


